
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 105 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語コミュニケーションⅡ ２ 第２学年 Amity English Communication Ⅱ  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ペア活動や、グループワーク、プレゼンテーション発表、スピーチテストなどの機会をたくさん持ち、 

自分の気持ちを、素直に相手に伝えることができるようになりましょう。 

・授業に積極的に参加し、英語に関する知識を深めましょう。 

・ 教科書本文の内容を理解するとともに、自国や海外の文化に触れながら、知識を深めていきましょう。 

・ 英語の表現方法を学び、積み重ねの知識習得を目指しましょう。 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

日常的・社会的な話題につい

て，話される速さや，使用す

る語句や文，情報量などにお

いて，一定の支援を活用すれ

ば， 

 

1. 必要な情報を聞き取り，

話の展開や話し手の意図を

把握することができる。 

 

2. 必要な情報を聞き取り，

概要や要点，詳細や目的に応

じて捉えることができる。 

 

 

 

日常的・社会的な話題につい

て，使用する語句や文，情報

量などにおいて，一定の支援

を活用すれば， 

 

1. 必要な情報を読み取り，

文章の展開や聞き手の意図

を把握することができる。 

 

2. 必要な情報を読み取り，

概要や要点，詳細を目的に応

じて捉えることができる。 

 

 

日常的・社会的な話題につい

て，使用する語句や文，対話

の展開などにおいて，一定の

支援を活用すれば， 

 

1. 多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなど

を詳しく話して伝え合うや

り取りを続けることができ

る。 

 

2. 聞いたり読んだりしたこ

とを基に，多様な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ち

などを論理性に注意して詳

しく話して伝え合うことが

できる。 

日常的・社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば， 

 

1. 多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなど

を論理性に注意して詳しく

話して伝えることができる。 

 

2. 聞いたり読んだりしたこ

とを基に，多様な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ち

などを論理性に注意して詳

しく話して伝えることがで

きる。 

 

日常的・社会的な話題につい

て，使用する語句や文，事前

の準備などにおいて，一定の

支援を活用すれば， 

 

1. 多様な語句や文を用い

て，情報や考え，気持ちなど

を論理性に注意して複数の

段落から成る文章で詳しく

書いて伝えることができる。 

 

2. 聞いたり読んだりしたこ

とを基に，多様な語句や文を

用いて，情報や考え，気持ち

などを論理性に注意して複

数の段落から成る文章で詳

しく書いて伝えることがで

きる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・基本的な語句や、表現、文法内容を理解し、

これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ

と、書くことによる実際のコミュニケーション

において、目的や場面、状況などに応じて適切

に活用できる技能を身につけている。 

・定期考査 ・授業プリント 

・ワークブック ・小テスト など 

・日常的な話題や社会的な話題について聞いた

り読んだりした内容を基に、必要な情報や考え

などを読み取ることができる。 

・日常的な話題や社会的な話題について、概要

や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的

確に理解したり、これらを活用して適切に言葉

や、文字で表現したり伝え合うことができる。 

・定期考査 ・授業プリント 

・ペアワーク ・発表 ・リスニング 

・日常的な話題や社会的な話題について読んだ

り聞いたりした内容を基に、その背景にある文

化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し

手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用

いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

 

・定期考査 ・授業プリント 

・ペアワーク ・グループワーク 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１学期 

GET READY 1～4 

 

“Okinawa 

The History of 

Japanese Food” 

 

 

聞くこと 

a: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いた文の特徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについて必要な情報を聞き取っている。 

c: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、必要な情報を聞き取ろうとして

いる。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いた文を読み、活用方法や意味を 

 理解している。 

b: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いた英文を理解することができる。 

c: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、まとめられた文章について理解

を深めようと努力している。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと

（やりとり） 

a: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いた文を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いて、行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、考えや気

持ちを伝えあうことができる。 

c: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、まとめて発表し合おうと努力し

続けている。 

スピーキングテスト 

ペアワーク 

話すこと 

（発表） 

a: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いた文を読み、活用方法や意味を 

 理解している。 

b: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を用いて、行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、考えや気

持ちを話すことができる。 

c: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについてまとめて発表しようとしている。 

発表テスト 

プレゼンテーション 

書くこと 

a: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を理解し、概要や要点を把握する力を身につけている。 

b: be 動詞・一般動詞／主な文構造（5 文型）／be 動詞・一般動詞の過去形／助動詞

／動名詞／を理解し、文法事項を活用した英文を活用することができる。 

c: 行ってみたい場所や、自分の好きなものについて、読み手に配慮しながら書こうと

している。 

授業プリント 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Volunteer Work 

 

“Gacha-gacha 

Interesting 

Aquariums” 

聞くこと 

a: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた文の特

徴（リズム・イントネーション）を理解している。 

b: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、必要な情報を聞き取っている。 

c: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、必要な情報を聞き取ろうとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた文を読

み、活用方法や意味を理解している。 

b: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた英文を

理解することができる。 

c: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、まとめられた文章について理解を深

めようと努力している。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと

（やりとり） 

a: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた文を読

み、活用方法や意味を理解している。 

b: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いて、参加

してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館と動

物園では、どちらが好きかなどについて、考えや気持ちを伝えあうことができる。 

c: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、まとめて発表し合おうと努力し続け

ている。 

スピーキングテスト 

ペアワーク 

話すこと 

（発表） 

a: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた文を読

み、活用方法や意味を理解している。 

b: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いて、参加

してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館と動

物園では、どちらが好きかなどについて、考えや気持ちを話すことができる。 

c: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、まとめて発表しようとしている。 

発表テスト 

プレゼンテーション 
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書くこと 

a: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を理解し、概要

や要点を把握する力を身につけている。 

b: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を理解し、文法

事項を活用した英文を活用することができる。 

c: 参加してみたいボランティア活動や、好きなガチャガチャについての意見、水族館

と動物園では、どちらが好きかなどについて、読み手に配慮しながら書こうとして

いる。 

授業プリント 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

 

期末考査 

 

２学期 

“The Relay of 

Ahmedʼs Life” 

 

COMMUNICATE+ 

1 

 

Artificial 

Intelligence 

 

 

聞くこと 

a: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いた文を読み、活用方法や意味を理解

している。 

b: 不定詞／受動態／SVOO・SVOC の文／形式主語 it・形式目的語 it を用いた英文を

理解することができる。 

c: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、まと

められた文章について理解を深めようと努力している。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いた文を読み、活用方法や意味を理解

している。 

b: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いて、将来の夢や、世界の情勢、買い物

に誘うシーン、ＡＩロボットなどについての意見、水族館と動物園では、どちらが

好きかなどについて、考えや気持ちを伝えあうことができる。 

c: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、まと

めて発表し合おうと努力し続けている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと

（やりとり） 

a: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いた文を読み、活用方法や意味を理解

している。 

b: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、考え

や気持ちを話すことができる。 

c: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、まと

めて発表しようとしている。 

スピーキングテスト 

ペアワーク 

話すこと 

（発表） 

a: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を理解し、概要や要点を把握する力を身に

つけている。 

b: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を理解し、文法事項を活用した英文を活用

することができる。 

c: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、読み

手に配慮しながら書こうとしている。 

発表テスト 

プレゼンテーション 

書くこと 

a: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いた文を用いた文を読み、活用方法や

意味を理解している。 

b: 知覚動詞／使役動詞／接続詞／前置詞を用いた英文を理解することができる。 

c: 将来の夢や、世界の情勢、買い物に誘うシーン、ＡＩロボットなどについて、まと

められた文章について理解を深めようと努力している。 

授業プリント 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

 

中間考査 

 

“The Mystery of 

Colors” 

 

 

FOCUS+ 1 

 

 

Street Performers 

聞くこと 

a: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた文を読み、

活用方法や意味を理解している。 

b: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた英文を理解

することができる。 

c: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、まとめられた文章について理解を深めようと努力してい

る。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた文を読み、

活用方法や意味を理解している。 

b: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いて、好きな色

や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージシャンや

曲などについて、考えや気持ちを伝えあうことができる。 

c: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、まとめて発表し合おうと努力し続けている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと

（やりとり） 

a: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた文を読み、

活用方法や意味を理解している。 

b: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、考えや気持ちを話すことができる。 

c: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、まとめて発表しようとしている。 

スピーキングテスト 

ペアワーク 
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話すこと 

（発表） 

a: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を理解し、概要や要

点を把握する力を身につけている。 

b: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を理解し、文法事項

を活用した英文を活用することができる。 

c: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、読み手に配慮しながら書こうとしている。 

発表テスト 

プレゼンテーション 

書くこと 

a: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた文を用いた

文を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: 現在完了／現在完了進行形／分詞の形容詞的用法／分詞構文を用いた英文を理解

することができる。 

c: 好きな色や、日本で許されていること、ストリートパフォーマーや好きなミュージ

シャンや曲などについて、まとめられた文章について理解を深めようと努力してい

る。 

授業プリント 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

３学期 

“The Culture of 

Selfies” 

 

Finland 

 

In Order to Spend 

Happy Life 

 

FOCUS+ 2 

 

COMMUNICATE+ 

2 

 

Cremona 

聞くこと 

a: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた文

を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた英

文を理解することができる。 

c: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、まとめられた文章について理

解を深めようと努力している。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた文

を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いて、

写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、考えや気持ちを伝えあうこと

ができる。 

c: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、まとめて発表し合おうと努力

し続けている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと

（やりとり） 

a: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた文

を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、考えや気持ちを話すことがで

きる。 

c: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、まとめて発表しようとしてい

る。 

スピーキングテスト 

ペアワーク 

話すこと 

（発表） 

a: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を理解し、

概要や要点を把握する力を身につけている。 

b: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を理解し、

文法事項を活用した英文を活用することができる。 

c: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、読み手に配慮しながら書こう

としている。 

発表テスト 

プレゼンテーション 

書くこと 

a: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた文

を用いた文を読み、活用方法や意味を理解している。 

b: 関係代名詞（制限・非制限用法）／関係副詞／I wish の文／仮定法過去を用いた英

文を理解することができる。 

c: 写真や似顔絵、クリスマスプレゼントなどについて、まとめられた文章について理

解を深めようと努力している。 

授業プリント 

小テスト 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


